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自己紹介

九州産業大学
理工学部 情報科学科 4年

式町 龍聖
SHIKIMACHI RYUUSEI
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ケーブリングチームについて

メンバー紹介
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寺田 孝司
TERADA
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KADOKAWA Connected 長崎県立大学 麻生情報ビジネス専門学校 麻生情報ビジネス専門学校 九州産業大学
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ケーブリングチームについて

チームミッション

• L2/L3チームとAP・監視チームの配置を元に
したケーブリング設計

• メタルケーブルの作成

• 会場配線と養生方法の確認

4



活動内容

活動の概要

事前準備

• 結線表

• ルート図

ホットステージ

• ケーブル作成

• タグ付け

Day0~Day3

• 配線

• 会期中のメンテ
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活動内容

ケーブル結線表の作成
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活動内容

ケーブルルート図の作成

• 壁に這わせる
ように設計

• ケーブル番号
を図上に記載

ケーブル番号
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活動内容

ケーブル作成

作成したケーブル

• 総本数

115本

• 総ケーブル長

    1343ｍ
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活動内容

配線作業

• 展示ホールは
ピット配線

• 人通りが多いと
ころはケーブル
カバー
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まとめ

活動して苦労したこと

• ケーブル結線表の作成に多くの
時間と情報収集が必要だった

• 作ったケーブルがテスターを通
らない

• 既設のパッチケーブルが長かっ
た
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まとめ

チームメンバーの感想

展示ホールのケーブルピットとパンチカーペット対応が大変だった。

J50 NW Team IQLAで得た知見や経験を存分に生かすことができた。

現地調査の重要性を再確認した。

事前の計画のおかげで体感スムーズに作業が進められた。
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まとめ

活動してみての感想

• JANOG初参加で大変だと思いつつワクワクした。

• ケーブルの結線は最初うろ覚えだったが、たくさん作
ることで忘れられなくなった。

• チームメンバーの楽しそうな話から、ネットワークに
魅力を感じ、勉強を進めたいと思った。

• 技術的な議論に参加できるようになりたいと思った。
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付録

UTPケーブル100m問題

• １００ｍを超えて
も使えないわけで
はない

• 配線の時にAPの
動作が安定しない
ことがあった
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